
富士山火山防災対策協議会の申合せ書

注意喚起の実施

会議の開催 及び
今後の⾒通しなどの情報共有

注意喚起の終了
協議会は、その後随時開催することとし、火山活動の状況の確認
を⾏い、登山の⾃粛の呼び掛け等の継続⼜は終了を決定する。

直ちに協議会を開催し、今後の火山活動の進展や⾒通しなどに
ついて気象庁や火山専門家から意⾒を聞き、構成機関の間で情報
共有する。

当協議会の各構成機関は速やかに五合目以上の登山の自粛
の呼び掛けと、五合目より下の想定火口範囲における注意
喚起を⾏う。

火山の状況に関する解説情報
（臨時）が発表されたら…
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